
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神奈中情報通信 

バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！㈱神奈中情報システム 

第１４０号 （令和７年５月） 

㈱神奈中情報システム TEL：0463-22-8804 FAX：0463-22-8815 

■■この「神奈中情報通信」は、私たちと何かのご縁があったかたにのみ、差し上げている通信誌です。■■ 

 

◆私の産まれたところ高知◆ 

こんにちは！お世話になっております。神奈中情報システムの 

大森です。今回は私が担当です。よろしくお願いいたします。 

さて、今年の NHKの朝の連続テレビ小説『あんぱん』の舞台が 

高知です。それに出てくる古い街並を見ていると、私が産まれたときもこのような感

じだったのかなぁと思うことがあります。 

これまで、何度となく神奈中情報通信で私の実家は岡山ですと書かせていただき

ましたが、私が産まれた場所、出生の地は実は高知なのです。 

今から約７０年前まで遡ります。うちの亡くなった父親が当時、農林省にいまし

た。父が生まれ育ったのは岡山ですが、当時、高知県に農業試験場を作るというプ

ロジェクトに父が参加することになり、結婚したばかりの母親と２人で高知県の大豊

村に約１０年住むことになったのです。ちなみに、大豊村は現在、大豊町となってお

りますが、四国のど真ん中、それはそれは山深いところにあります。 

今でこそ高速道路も走っているので、岡山の実家からは２時間ちょっとで行くこと

ができますが、かつてはそんなものもなく、岡山から宇高連絡船で瀬戸内海を渡り、

鉄道に乗って徳島経由で行く片道１０数時間のコースでした。 

そんな大豊村は、杉の大スギが有名で、推定の樹齢が３０００年以上と言われる

スギの巨木が八坂神社境内にあり、国の特別天然記念物に指定されています。 

そして、私はその大スギのすぐ下にある旅館で産まれたのです。実は私の両親

がその旅館の一室を借りて暮らしていました。姉は普通に病院で誕生しているので 

すが、私の時は母が急に産気づき、町まで出て行く時間がな

く、急遽その旅館にお産婆さんに来てもらい、そして、私がそこ

で誕生したのです。そのため、戸籍謄本を取り寄せてみると、墨

で書かれたものがコピーされてきます。 （２枚目へ→） ココ！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【発行元】  

バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！ 

株式会社神奈中情報システム  

〒２５４－００３４ 神奈川県平塚市宝町３番１号 

平塚 MNビル１１階 

TEL：０４６３－２２－８８０４ FAX：０４６３－２２－８８１５ 

発行責任者：神奈中情報システム  

■この通信がご不要の方は１枚目にお名前ご記載の上、ＦＡＸしてくださいますようよろしくお願いいたします■ 

（続き→） ただ、産まれて１年が経った頃、私の祖父が倒れ、我が家は岡山の実

家に戻ることになりました。 

私が２８か２９歳のときに妻と１歳の子どもと３人でその旅館を訪ねました。両親

から場所を教えてもらい、なんとかたどり着いた旅館はもうだいぶボロボロでした。 

旅館には女将さんであるおばあさんと、それから、私が産まれたときは学生だっ

た娘さんがいて、とても喜んで迎え入れてくれたことを、今でもよく覚えています。 

その際、私は初めてちゃんと大スギを見たわけですが、あまりの大きさに圧倒さ

れました。また、大豊町は美空ひばりの歌碑もあります。その昔、美空ひばりがま

だ有名人になる前、全国巡業をしていたときに大豊村で乗っていたバスが谷に落

ち、乗っていたみなさんが重軽傷を負って、美空ひばりも１ヶ月ぐらい療養をしてい

たそうなのです。そして、大スギを見ながら日本一の歌手になりたいという願掛けを

した歌碑がそこにあるのです。 

私たちは旅館に２泊させてもらったのですが、女将さんから「あんたはここで産ま

れた家族なんだからお金はいらん」とまで言っていただけて、とても感動しました。 

そのときからもう３０年が経ちます。今はもうこの旅館は取り壊され、跡形もなく、

ちょっと寂しいなと思っています。連続テレビ小説『あんぱん』の舞台が高知というこ

とで、そんなことを思い出していました。 

◆発行者コラム◆ 

旅館を訪ねるとなったとき父から言われました。「あの女将さんは酒豪だから気を

つけろ」と。実際に泊まりに行き夕食のときは何もなかったのですが、それが終わっ

てから女将さんが一升瓶を持って部屋に来られ「これから飲むぞ」と。妻と子どもも

いましたが、私は記憶がなくなるまで飲まされ、これが高知の「はちきん（男勝りの

女性）」というやつかと思い知らされました。それも今ではいい思い出です。大森 

大森 米山 


